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田
原
藩
と
幕
府
奏
者
番

人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
・
研
究
主
幹
　
大

友

一

雄

江
戸
幕
府
の
老
中
・
若
年
寄
・
京
都
所
司
代
・
大
坂
城
代
・
寺
社
奉
行
・

奏
者
番
な
ど
幕
閣
の
主
要
な
役
職
は
、
特
定
の
譜
代
大
名
に
よ
っ
て
勤
め

ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
田
原
藩
三
宅
家
で
は
大
坂
加
番
・
日
光

祭
礼
奉
行
を
頻
繁
に
勤
め
、
と
き
に
奏
者
番
（
二
代
康
雄
、
十
一
代
康
直
）・

寺
社
奉
行
（
二
代
康
雄
）
な
ど
に
抜
擢
さ
れ
た
。
田
原
市
博
物
館
に
は
、

こ
れ
ら
の
役
職
務
め
に
関
す
る
文
書
が
多
数
伝
存
す
る
。
と
く
に
奏
者
番
・

大
坂
加
番
の
両
職
に
関
す
る
文
書
群
は
、
全
国
的
に
見
て
も
優
れ
た
質
量

で
あ
り
、
藩
主
の
勤
務
や
、
藩
内
の
対
応
な
ど
が
明
ら
か
と
な
る
。

江
戸
殿
中
儀
礼
に
関
係
し
た
奏
者
番
の
場
合
、
登
用
さ
れ
る
大
名
数
は
十
数
人
か
ら
二
十
名
ほ
ど
と

多
く
、勤
務
は
日
替
わ
り
当
番
が
一
人
ず
つ
担
当
し
た
が
、大
規
模
な
儀
式
で
は
非
番
の
者
が
加
勢
し
た
。

関
係
す
る
儀
式
は
、
正
月
年
始
な
ど
歳
事
的
な
儀
式
、
将
軍
家
の
人
生
儀
礼
、
将
軍
へ
の
謁
見
な
ど
に

大
別
で
き
、
い
ず
れ
も
身
分
格
式
に
よ
っ
て
厳
格
に
編
成
さ
れ
て
い
た
。
儀
式
に
間
違
い
が
起
こ
れ
ば
、

参
加
者
の
身
分
格
式
、
幕
府
の
権
威
に
関
わ
る
問
題
と
も
な
り
か
ね
な
い
。
そ
の
た
め
高
い
管
理
能
力

が
求
め
ら
れ
、
江
戸
幕
府
の
役
職
に
つ
い
て
記
し
た
『
明
良
帯
録
』
で
は
「
君
辺
第
一
之
職
に
て
、
言

語
怜
利
、
英
邁
之
仁
に
あ
ら
さ
れ
は
堪
へ
す
」
と
記
す
。
こ
の
職
を
振
り
出
し
に
寺
社
奉
行
や
若
年
寄
・

老
中
へ
の
昇
進
の
道
も
開
か
れ
て
お
り
、
勤
務
は
藩
全
体
に
も
関
係
し
た
と
い
え
る
。

確
実
な
職
務
遂
行
に
は
、
現
場
体
験
・
事
前
練
習
な
ど
と
と
も
に
、
先
例
情
報
の
資
源
化
が
不
可
欠

で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
奏
者
番
は
ａ
．
殿
中
儀
式
に
関
す
る
過
去
の
情
報
を
収
集
し
、
ｂ
．
分
析
の
う
え

有
用
情
報
を
選
別
し
、
ｃ
．
個
々
の
有
用
情
報
の
活
用
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
整
え
、
さ
ら

に
ｄ
．
目
的
の
情
報
を
簡
便
に
抽
出
す
る
た
め
の
検
索
活
用
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
そ
れ
ぞ
れ
必
要
と
な

っ
た
。

こ
の
具
体
的
な
方
法
の
ひ
と
つ
が
「
手
留
」
で
あ
る
。
手
留
は
個
々
の
情
報
単
位
に
コ
ン
パ
ク
ト
な

折
本
に
ま
と
め
表
紙
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
（
ｃ
）。
各
家
で
作
成
さ
れ
た
手
留
は
奏
者
番
間
で
当
面
必

要
と
な
る
も
の
が
広
く
借
写
さ
れ
、
相
当
量
が
蓄
積
さ
れ
て
い
っ
た
（
ａ
・
ｂ
）。
そ
の
活
用
に
関
わ
り
、

奏
者
番
は
手
留
箪
笥
を
作
成
し
、
各
引
き
出
し
に
は
ラ
ベ
ル
を
貼
り
、
関
連
す
る
儀
式
の
情
報
を
ま
と

め
た
（
ｄ
）。
ラ
ベ
ル
記
述
で
は
、
年
始
・
五
節
句
・
玄
猪
な
ど
節
季
の
儀
式
、
ま
た
、
御
目
見
・
元
服
・

誕
生
な
ど
人
生
儀
礼
な
ど
の
分
類
記
載
が
見
ら
れ
る
。

博
物
館
に
は
、実
際
に
利
用
さ
れ
た
手
留
箪
笥
が
伝
来
し
て
お
り
、収
納
手
留
数
は
二
千
点
を
超
え
る
。

ま
た
、
情
報
処
理
・
手
留
作
成
を
実
質
的
に
担
当
し
た
留
役
・
押
役
・
右
筆
（
家
中
の
者
）
の
文
書
・

記
録
も
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
奏
者
番
勤
務
の
実
際
を
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
幕
府
の
役
職
研

究
で
は
、
今
日
の
勤
務
と
異
な
り
、
こ
う
し
た
家
中
の
関
与
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と

な
っ
て
い
る
。
博
物
館
の
文
書
は
、
過
去
の
取
り
組
み
を
伝
え
る
と
同
時
に
新
た
な
研
究
に
か
け
が
え

の
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
十
月
二
十
二
日
続
き

崋
山
た
ち
は
、
足
利
学
校
預
（
管
理
者
）
の
茂
木
善
治

の
家
を
訪
ね
た
が
、
善
治
は
江
戸
へ
行
っ
て
い
て
留
守
で

あ
っ
た
。
家
族
が
以
下
の
話
を
し
た
。

（
云
、
学
校
年
久
敷
く
破
損
し
け
れ
バ
、
か
ね
て
修
復
を

願
ひ
し
に
、
近
頃
修
復
を
給
ふ
事
ハ
な
く
、
富
と
い
ふ

も
の
願
、
百
氏
、
会
を
な
す
。
其
う
る
ほ
ひ
を
も
て
修

復
す
。
こ
れ
必
其
寺
社
の
僧
徒
も
又
う
る
ほ
ひ
あ
る
事

に
て
、
自
然
に
此
勢
ひ
を
な
す
。
さ
れ
バ
此
学
校
も
又
、

富
を
願
ひ
て
許
さ
れ
し
か
バ
、
善
治
た
ゞ
此
事
に
奔
走

し
て
家
あ
ら
ず
と
な
ん
。
し
か
る
［
に
］
又
、
寅
冬
足

利
町
火
を
う
し
な
ひ
、
延
焼
学
校
に
及
、
終
烏
有
に
属

せ
し
に
、
た
ゞ
聖
堂
と
書
庫
と
ば
か
り
は
の
こ
り
に
た

り
。こ
れ
を
も
て
寺
僧
又
、御
建
立
を
願
ひ
出
し
と
い
ふ
。

聞
く
も
の
ハ
土
井
大
炊
頭
ど
の
な
る
よ
し
）。

（
家
族
が
言
う
。
学
校
は
長
年
に
わ
た
っ
て
破
損
し
て
き

た
の
で
、
か
ね
て
か
ら
修
復
を
願
い
出
て
き
た
が
、
近
頃

は
公
費
で
修
復
を
し
て
も
ら
え
る
こ
と
は
な
く
て
、
富
く

じ
と
い
う
も
の
を
願
い
出
て
多
く
の
人
が
集
ま
っ
た
。
そ

の
利
潤
で
も
っ
て
修
復
す
る
。
こ
れ
は
必
ず
そ
の
寺
社
の

僧
徒
も
ま
た
う
る
お
い
の
あ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
自
然
に

こ
れ
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
で
、
こ
の
学
校
も
ま

た
富
く
じ
を
願
い
出
て
許
さ
れ
た
の
で
、
善
治
は
た
だ
こ

の
こ
と
に
走
り
回
っ
て
い
て
家
に
い
な
い
と
い
う
。
そ
れ

な
の
に
又
、
天
保
元
年
の
冬
、
足
利
の
町
も
火
災
が
起
こ

り
、
延
焼
は
学
校
に
及
び
、
つ
い
に
跡
形
無
く
な
っ
て
し

ま
い
、た
だ
聖
堂
と
書
庫
と
ば
か
り
が
残
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
も
っ
て
、
寺
僧
は
ま
た
（
学
校
の
）
建
立
を
願
い

出
た
と
い
う
。
願
い
を
聞
い
て
く
れ
る
も
の
は
土
井
大
炊

頭
殿
で
あ
る
と
い
う
）

※	

云　

以
下
は
、
善
治
の
留
守
に
家
族
が
話
し
た
こ
と

な
の
で
、
事
実
と
食
い
違
う
部
分
も
あ
る
よ
う
だ
。

※	

近
頃
修
復
を
給
ふ
事
ハ
な
く　

前
沢
輝
政
著
『
新
編

足
利
の
歴
史
』
に
よ
れ
ば
、享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）

か
ら
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
ま
で
に
十
回
幕
府
か

ら
修
復
費
が
下
付
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
崋
山

が
訪
れ
た
時
よ
り
五
年
前
に
は
幕
府
か
ら
百
五
十
両

下
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
次
の
修
復
は
嘉

永
四
年（
一
八
五
一
）で
、「
聖
堂
の
修
復
が
行
わ
れ
る
」

と
あ
る
の
み
で
下
付
の
記
事
は
な
い
。

※	
富　

富
く
じ
。
こ
の
時
は
、江
戸
の
芝
（
東
京
都
港
区
）

増
上
寺
で
行
わ
れ
た
。

※	

百
氏　

多
く
の
人
。

※	

寅
冬　

天
保
元
年
の
冬
。
た
だ
し
、
こ
の
火
災
が
あ

っ
た
の
は
、
実
際
に
は
天
保
二
年
の
正
月
と
い
う
（
前

沢
輝
政
著
『
新
編
足
利
の
歴
史
』）。
火
災
か
ら
九
ヵ

月
ほ
ど
経
っ
て
い
る
の
で
、
土
地
の
人
が
「
一
年
前

の
火
災
」
と
言
い
、
崋
山
が
天
保
元
年
の
冬
と
認
識

す
る
こ
と
は
あ
り
う
る
だ
ろ
う
。

※	

烏う

有ゆ
う　

烏い
ず
く

ん
ぞ
有
ら
ん
や
、
の
意
。
全
く
な
い
こ
と
。

何
も
存
在
し
な
い
こ
と
。「
烏
有
に
帰
す
」
で
、
す
っ

か
り
な
く
な
る
、
特
に
、
火
災
で
焼
け
る
こ
と
に
い

う
。

※	

聖
堂　

儒
教
で
孔
子
を
祀
っ
た
堂
。
孔
子
廟
。

※	

土
井
大お

お
い
の
が
み

炊
頭　

土
井
利と

し

位つ
ら

。
一
七
八
九
―
一
八
四
八
。

下
総
古
河
（
茨
城
県
古
河
市
）
藩
主
。
当
時
、
寺
社

奉
行
。
後
に
老
中
と
な
る
。
こ
の
人
の
家
老
鷹
見
泉

石
は
、
渡
辺
崋
山
の
「
鷹
見
泉
石
像
」
で
知
ら
れ
る
。

富
く
じ
に
よ
る
修
復
は
、
何
回
行
わ
れ
た
か
？

文
面
か
ら
は
、
足
利
学
校
は
富
く
じ
で
得
た
資
金
に
よ

っ
て
修
復
し
て
じ
き
に
火
災
で
焼
失
し
、
ま
た
修
復
の
た

め
に
富
く
じ
を
願
い
出
た
、
す
な
わ
ち
、
富
く
じ
に
よ
る

修
復
が
二
回
の
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は

家
族
の
話
に
よ
る
も
の
で
、
必
ず
し
も
正
し
い
と
は
限
ら

な
い
。
実
際
に
は
前
述
の
よ
う
に
崋
山
が
訪
れ
る
五
年
前

に
幕
府
か
ら
百
五
十
両
下
付
さ
れ
て
い
た
の
で
、
富
く
じ

に
よ
る
修
復
は
一
回
だ
け
の
可
能
性
が
あ
る
。

此
日
は
善
治
の
も
と
新
に
家
つ
く
り
て
引
移
り
、
甚
い

そ
が
ハ
し
く
、い
で
て
僧
院
に
到
。こ
れ
ま
た
祝
融
の
後
、

農
家
の
や
れ
た
る
を
仮
り
の
宿
に
し
て
、
い
と
ワ
び
し

き
住
居
に
て
、
椽
よ
り
私
公
し
て
僧
に
逢
ふ
。
僧
い
と

野
朴
、
学
校
由
来
を
話
。
ミ
な
か
り
に
も
ふ
け
た
る
事

多
く
、
聞
く
べ
か
ら
ず
。
さ
れ
ど
皆
因
循
事
を
伝
。
此

僧
の
い
つ
は
る
に
あ
ら
ざ
る
な
る
べ
し
。

こ
の
日
は
、
善
治
の
家
で
は
新
し
い
家
を
作
っ
て
引
き

移
り
、
た
い
へ
ん
忙
し
か
っ
た
。
そ
こ
を
出
て
、
僧
院
へ

行
っ
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
火
災
の
後
、
農
家
の
壊
れ
た
の

を
仮
の
住
ま
い
と
し
て
、
た
い
へ
ん
わ
び
し
い
住
居
で
あ

っ
て
、
軒
先
か
ら
入
っ
て
僧
に
会
っ
た
。
僧
は
た
い
へ
ん

渡
辺
崋
山
『
毛
武
游
記
』
⑯

研
究
会
員
　
加

藤

克

己
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純
朴
で
、
学
校
の
由
来
を
話
し
て
く
れ
た
が
、
皆
作
り
話

の
よ
う
な
こ
と
が
多
く
て
、
真
剣
に
聞
く
べ
き
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
し
か
し
、す
べ
て
古
い
言
い
伝
え
で
あ
っ
て
、

こ
の
僧
が
う
そ
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

※	

僧
院　

次
に
出
る
足
利
町
図
に
は
、
学
校
の
近
く
、

東
南
東
方
向
に
「
僧
院
」
と
あ
る
が
、
場
所
は
先
行

研
究
で
断
定
さ
れ
て
い
な
い
。
図
の
「
学
校
」
が
本

来
の
場
所
で
「
僧
院
」
は
火
災
後
の
仮
住
ま
い
の
場

所
と
も
考
え
ら
れ
る
。

※	

祝し
ゅ
く
ゆ
う融　

「
火
事
・
火
災
」
の
こ
と
。「
祝
融
の
災
い
」

と
い
う
。「
祝
融
」は
、も
と
中
国
古
代
神
話
上
の
帝
王
。

赤
帝
と
号
し
た
と
い
う
。
の
ち
に
火
神
。
夏
を
つ
か

さ
ど
る
神
、
南
方
の
神
、
南
海
の
神
と
も
さ
れ
る
。

※	

や
れ
た
る　
「
破
れ
た
る
」
か
。
破
れ
た
。
壊
れ
た
。

※	

椽て
ん　

た
る
き
。
屋
根
を
支
え
る
た
め
、
棟
か
ら
軒
先

に
渡
す
長
い
木
材
。

※	

私
公
し
て　
「
伺
候
し
て
」
か
。
参
上
し
て
御
機
嫌
伺

い
を
す
る
こ
と
。

※	

か
り
に
も
ふ
け
た
る　

作
り
話
の
よ
う
な
。

※	

因
循　

既
成
の
も
の
に
よ
り
か
か
る
こ
と
。

当
時
、
こ
の
よ
う
な
絵
図
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
崋
山
が

写
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
下
野
国
足
利
町
図
」
と
よ
く
似
た
構
図
の
現
況
写
真

渡
良
瀬
川
の
南
の
浅
間
山
の
山
頂（
足
利
上
浅
間
神
社
）

か
ら
撮
影
。

下
野
国
足
利
町
図

下
野
国
足
利
町
図

校学

院僧

道田太

木茂

大
門

井
草
町

祈
戸
町

田
沼
道

坂 町

八
日
町

桐
生
道

裏
町

横
町

江
戸

佐
野
道

中 町 中 町 下 町元 町

観 音
山

新 町 上 壱 丁 メ

渡 瀬 川

戸
田
大
隅

守
陣
屋

大
日

聖
堂 　文

庫

字
降
松

下
毛
国
足
利
町

図

長 尾 但 馬 守  古 城 趾

山 厓 龍
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私
が
考
え
る
に
、
足
利
の
地
は
下
野
国
の
南
西
の
隅
に
あ

り
、
南
は
武
蔵
国
に
接
し
、
西
隣
は
上
野
国
、
東
北
は
山

で
あ
り
、
そ
の
山
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
い
。
最
も
近
い

の
は
両
崖
山
で
あ
り
、
山
の
形
勢
は
垣
根
の
よ
う
に
ま
つ

わ
り
巡
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
、
長
尾
但
馬
守
憲
長
の
古
跡

で
あ
る
。
南
西
に
は
川
が
流
れ
、
白
く
細
長
く
練
り
絹
を

曳
い
た
よ
う
で
あ
り
、
渡
良
瀬
川
の
下
流
で
あ
る
。
中
央

に
街
が
あ
り
、
茅
葺
屋
根
と
瓦
屋
根
が
う
ろ
こ
の
よ
う
に

続
き
並
ん
で
お
り
、
一
千
六
余
戸
、
平
地
の
田
は
数
千
畝
、

こ
れ
ら
が
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
並
ん
で
い
る
。

※	

足
利　

足
利
郡
の
う
ち
。
近
世
の
郷
帳
類
で
は
五
箇

村
と
足
利
新
田
か
ら
な
り
、
二
村
の
連
続
街
区
を
足

利
町
と
通
称
し
た
。
領
主
は
変
遷
し
、
宝
永
二
年
（
一

七
〇
五
）
か
ら
は
足
利
藩
戸
田
氏
領
と
な
り
、
同
藩

の
陣
屋
所
在
地
と
な
っ
た
。

※	

下
毛　

下
野
国
。

※	

武　

武
蔵
国
。

※	

上
毛　

上
野
国
。

※	

最
近　

こ
こ
で
は
、
時
間
で
は
な
く
、
距
離
が
最
も

近
い
こ
と
。

※	

龍り
ょ
う

崖が
い

山さ
ん　

両
崖
山
。
標
高
二
五
九
ｍ
〈
足
利
市
西
宮

町
・
本
城
一
丁
目
〉。
古
く
は
要
害
山
と
も
い
わ
れ
、

要
害
が
な
ま
っ
て
両
崖
に
な
っ
た
と
い
う
。
山
頂
に

足
利
城
址
が
あ
る
。
天
喜
二
年
（
一
〇
五
四
）
藤
姓

足
利
成
行
が
築
城
し
た
と
伝
え
る
。
藤
姓
足
利
氏
が

滅
び
、
廃
城
と
な
っ
て
い
た
。
文
正
元
年
（
一
四
六

六
）
足
利
荘
の
代
官
と
な
っ
た
長
尾
景
人
は
足
利
荘

の
中
央
に
位
置
す
る
勧
農
城
（
足
利
市
岩
井
町
）
に

入
っ
て
い
た
が
、
永
正
九
年
（
一
五
一
二
）
以
降
、

景
長
は
居
城
を
両
崖
山
城
に
移
し
た
。

※	

繚
り
ょ
う
じ
ょ
う繞　

ま
つ
わ
り
巡
る
さ
ま
。

※	

堵と

墻し
ょ
う　

垣
根
。

※	

長
尾
但
馬
守
憲
長　

一
五
〇
三
―
一
五
五
〇
。
長
尾

景
長
の
嫡
男
。
通
称
は
新
五
郎
。
戦
国
時
代
の
武
将
。

山
内
上
杉
氏
に
仕
え
、
足
利
荘
を
支
配
し
た
。
画
業

に
優
れ
、
和
歌
を
た
し
な
ん
だ
。

※	
匹ひ

つ

練れ
ん　

一
匹
の
白
い
練
り
絹
。

※	
茆ぼ

う　

じ
ゅ
ん
さ
い
。
水
中
に
生
ず
る
植
物
の
名
。
芽
。

「
茆
屋
」
で
、「
茅
葺
の
屋
根
」。

※	

鮮
次　

鱗
次
か
。
う
ろ
こ
の
よ
う
に
続
き
並
ぶ
。
鱗

比
。

※	

一
千
六
戸
余　
「
余
」
と
あ
る
か
ら
概
数
の
は
ず
だ

が
、
ど
う
し
て
「
六
戸
」
と
い
う
端
数
が
つ
い
て
い

る
の
か
不
明
。
次
に
も
同
じ
く
「
一
千
六
戸
」
と
あ

る
の
で
、
こ
の
数
字
を
崋
山
は
ど
こ
か
で
見
た
か
聞

い
た
か
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

※	

煙　

こ
こ
で
は
煙
突
か
ら
転
じ
て
戸
数
を
数
え
る
単

位
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
か
。

※	

平
田
数
千
畝　
「
畝
」
に
は
、
田
の
間
を
区
切
る
盛
り

土
の
意
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
田
が
数
千
枚
あ
る
こ
と

を
意
味
す
る
か
。
な
お
、
村
高
は
、「
元
禄
郷
帳
」「
天

保
郷
帳
」
と
も
に
、
足
利
新
田
一
二
〇
石
、
五
箇
村

二
〇
一
六
石
余
と
あ
る
。

※	

棋
局　

碁
盤
ま
た
は
将
棋
盤
。

街
税
は
二
百
戸
が
定
額
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
（
足
利

の
町
は
）
一
千
六
戸
と
な
っ
て
い
る
。
街
の
勢
い
が
盛
ん

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

土
は
黒
く
て
た
い
へ
ん
い
い
土
で
、
稲
が
よ
く
育
つ
。

山
が
あ
り
、
よ
く
茂
っ
て
お
り
、
川
が
あ
り
、
田
畑
に
水

が
潤
っ
て
い
る
。
洪
水
と
干
ば
つ
の
心
配
を
す
る
こ
と
が

な
い
と
い
う
。

※	

街
税
二
百
戸　

領
主
か
ら
の
税
は
、
今
と
違
っ
て
個

人
ご
と
で
な
く
町
村
ご
と
に
課
せ
ら
れ
た
。
足
利
の

町
は
戸
数
が
増
え
て
も
昔
の
ま
ま
課
税
さ
れ
た
と
い

う
意
味
か
。
た
だ
戸
数
に
つ
い
て
は
、
寛
政
期
に
九

二
四
軒
で
あ
っ
た
の
が
、
安
政
期
に
一
六
八
一
軒
と

大
幅
に
増
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
間
は
史
料
が
な
い

と
い
う
（『
近
代
足
利
市
史
』）。
崋
山
が
何
に
基
づ
い

て
記
述
し
た
か
不
明
。

※	

杭
　
皆
登

こ
う

だ

か
い

と　

稲
が
よ
く
育
つ
こ
と
か
。

※	

浸し
ん

灌か
ん　

田
畑
に
水
が
う
る
お
っ
て
い
る
こ
と
。

※	

水
旱
之
憂　

洪
水
と
干
ば
つ
の
心
配
。

街
税
ハ

二
百
戸
為
リ二

定
額　
一

、其
ノ

実
ハ

為
リ二

一
千
六
戸　
一

、可	

キレ

言
フレ

盛
ン
ト

　

也
。

土
ハ

黒
ク

上
々
、
杭

皆
登
、
有
リレ

山
茂
密
シ

、有
リレ

河
浸

灌
シ

、不	

トレ

知
ラニ

水
旱
之
憂
ヲ一

云
フ

。
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足
利
織
姫
神
社　

足
利
市
西
宮
町

機
織
を
司
る
天
八
千
々
姫
命
（
あ
め
の
や
ち
ち
ひ
め
の

み
こ
と
）・
天
御
鉾
命
（
あ
め
の
み
ほ
こ
の
み
こ
と
）
の

二
柱
の
神
様
は
伊
勢
国
の
神
服
織
機
殿
（
か
ん
は
と
り
は

た
ど
の
）
神
社
の
祭
神
で
あ
っ
た
が
、
企
業
地
足
利
の
守

護
神
と
し
て
、
一
七
〇
五
年
に
こ
の
二
柱
の
神
様
を
勧
請

し
、
そ
の
分
霊
を
お
祀
り
し
た
と
い
う
。
現
有
社
殿
が
完

成
し
た
の
は
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）。

足
利
学
校
の
こ
と
は
、「
分
類
節
用
」
と
い
う
書
物
に

書
か
れ
て
い
る
。

※	

分
類
節
用　

日
常
生
活
用
語
を
説
明
し
た
『
節
用
集
』

の
こ
と
か
。
著
者
不
明
、
室
町
時
代
末
期
に
成
立
。

諸
本
が
あ
り
、
そ
の
内
容
に
は
か
な
り
の
差
が
あ
る
。

江
戸
時
代
に
入
り
、
さ
ら
に
大
衆
性
を
増
し
て
改
編

さ
れ
、
通
俗
辞
書
と
し
て
流
通
し
た
。

足
利
は
木
綿
の
生
産
が
盛
ん
で
、
そ
の
製
品
を
他
の
郷

に
売
っ
て
い
る
。
緻
密
な
織
り
様
は
絹
織
物
の
よ
う
で
、

名
づ
け
て
結
城
木
綿
と
い
う
。
町
の
人
は
皆
、
機
織
り
を

業
と
し
て
、
そ
の
利
益
は
た
い
へ
ん
多
い
。
そ
の
た
め
、

他
の
郷
か
ら
住
民
が
群
が
り
集
ま
っ
て
来
て
お
り
、
足
利

の
盛
ん
な
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

※	

蚕
織　

絹
織
物
。

※	

結
城
木
綿　

茨
城
県
結
城
地
方
産
の
絹
織
物
に
似
せ

て
織
っ
た
木
綿
の
織
物
。
足
利
で
始
ま
っ
た
の
で
、

足
利
結
城
と
も
い
う
。

※	

闔こ
う

郷ご
う　

一
郷
残
ら
ず
。
全
村
。
村
中
。

※	

饒じ
ょ
う　

ゆ
た
か
。
は
な
は
だ
し
い
。

※	

氓ぼ
う　

民
。
外
来
の
民
。
移
住
民
。

※	

蝟い

集し
ゅ
う　

「
蝟
」
は
、ハ
リ
ネ
ズ
ミ
、多
い
さ
ま
。「
蝟
集
」

で
、
一
時
に
群
が
り
集
ま
る
こ
と
。

木
綿
市
は
毎
月
五
日
、
九
日
に
開
か
れ
、
そ
れ
に
群
れ

集
ま
る
者
は
八
、
九
里
外
の
人
々
も
い
る
。
朝
は
木
綿
市

が
、
夕
方
に
は
雑
貨
市
が
開
か
れ
る
。
足
利
の
巨
商
は
仲

買
業
者
で
あ
り
、
小
民
が
物
を
集
め
並
べ
て
販
売
す
る
。

あ
る
い
は
絹
織
物
を
も
っ
て
商
売
し
、
ま
た
妨
げ
な
い
と

い
う
。

※	

月
五
日
九
日　

毎
月
五
日
、
九
日
、
十
五
日
、
十
九
日
、

二
十
五
日
、
二
十
九
日
の
六
斎
市
。
た
だ
、
桐
生
の

支
配
下
に
あ
り
、
足
利
織
物
市
場
が
桐
生
の
市
場
支

配
か
ら
独
立
し
た
の
は
翌
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）

の
こ
と
と
い
う
。

※	

八
九
里
外　

一
里
は
約
三
・
九
㎞
な
の
で
、
三
十
㎞

以
上
遠
く
。

※	

儈か
い　

仲
買
業
者
。

※	

駢へ
い

臻し
ん　

物
を
集
め
並
べ
る
。

※	

販ひ
さ

ぐ　

あ
き
な
う
。
商
売
す
る
。

※	

絹け
ん

帛ぱ
く　

絹
の
布
。
絹
織
物
。

（
続
）

［
欄
外
に
］

足
利
学
校
ノ
コ
ト
分
類
節
用
ト
云
フ

書
ニ
見
ユ
。

木
綿
市
ハ

以
テ
シ

ニ

月
五
日
・
九
日
ヲ一

、其
ノ

群
レ

集
マ
ル

　

者
ハ

八
九

里
外
之
民
ナ
リ

　

。朝
ハ

木
綿
市
、夕
ハ

雑
貨
市
ナ
リ

　

。足
利
ノ

巨
商
ハ

為
リレ

儈
ト

、小
民
ハ

駢
臻
シ
テ

　

売
リ

販
グ

、或
イ
ハ

　

以
テ二

絹
帛
ヲ一

販
グ

亦

不
トレ

妨
ゲ

云
フ

。
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一
　
序

崋
山
は
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
夏
、
利
根
川
下

流
域
を
旅
し
て
、『
四
州
真
景
図
』
を
制
作
し
ま
す
。
そ

の
旅
の
中
で
訪
問
し
た
、
最
も
重
要
な
人
物
は
、
下
総

国
香
取
郡
津
宮
村
（
現
香
取
市
）
の
名
主　

久
保
木
清

淵
（
一
七
六
二
～
一
八
二
九
）
と
下
総
国
海
上
郡
荒
野

村
（
現
銚
子
市
）
の
富
豪　

大
里
庄
治
郎
（
一
七
八
三

～
一
八
四
五
）
で
す
。

久
保
木
清
淵
に
つ
い
て
は
、『
四
州
真
景
図
』
本
文
の

中
に「
久
保
木
太
良
右
衛
門
ヲ
訪
」と
い
う
記
述
が
あ
り
、

訪
問
が
確
認
で
き
ま
す
。
大
里
庄
治
郎
に
つ
い
て
は
、『
四

州
真
景
図
』
本
文
に
記
述
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
四
州
真

景
三
部
作
の
一
つ
で
あ
る
刀
祢
游
記
に
名
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
銚
子
で
の
大
里
の
歓
待
に
対
す
る
お
礼
と
し

て
、
崋
山
が
大
里
へ
贈
っ
た
も
の
で
あ
り
、
訪
問
は
疑

問
の
余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。

最
も
重
要
な
二
人
で
す
が
、『
四
州
真
景
図
』
の
人
物

解
説
で
は
久
保
木
に
比
重
が
お
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、久
保
木
は『
四

州
真
景
図
』
本
文
に
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
当

時
の
著
名
な
儒
学
者
で
あ
る
こ
と
、
日
本
初
の
実
測
精

密
地
図
を
作
成
し
た
伊
能
忠
敬
の
仕
事
に
関
与
し
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
久
保
木
に

比
べ
て
、
あ
ま
り
解
説
が
多
く
な
い
大
里
庄
治
郎
を
訪

ね
る
旅
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
　
刀
祢
游
記

刀
祢
游
記
に
つ
い
て
は
、『
四
州
真
景
の
旅
』
①
旅
の

同
行
者
（
崋
山
会
報
第
三
六
号
）
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、

大
里
を
訪
問
し
た
際
、
大
里
が
、
七
月
十
五
日
夜
、
利

根
川
に
舟
を
浮
か
べ
て
崋
山
一
行
を
歓
待
し
た
と
い
う

話
で
す
。
風
流
な
文
体
で
書
か
れ
た
絵
入
り
の
巻
物
仕

立
の
、
歓
待
記
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
。
こ
こ
で
改

め
て
訪
ね
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

刀
祢
游
記
は
、「
盆
の
月
い
つ
か
い
で
く
る
ゝ
も
し
ら

ぬ
膝
の
上
に
松
の
か
げ
さ
し
の
ぼ
れ
ば
窓
ち
か
う
お
し

よ
り
て
、
唯
ふ
る
さ
と
の
空
な
つ
か
し
き
を
り
、
人
の

い
り
来
て
、
い
か
に
ぞ
や
と
い
ふ
。」
と
い
う
文
章
で
は

じ
ま
り
ま
す
。
次
に
「
こ
は
こ
の
里
に
名
お
へ
る
一
場

の
す
き
人
に
て
、
名
を
桂
麿
と
い
ふ
。
予
が
海
上
に
た
ゞ

よ
ひ
游
る
を
、
あ
は
れ
と
お
も
ひ
そ
め
て
、
と
ひ
い
た

れ
る
な
り
き
。」
と
い
う
文
章
の
中
に
、
桂
麿
と
い
う
名

で
大
里
庄
治
郎
が
登
場
し
ま
す
。

そ
し
て
、
大
里
が
利
根
川
に
舟
を
浮
か
べ
て
崋
山
を
歓

待
す
る
場
面
へ
と
進
み
ま
す
。
そ
の
様
子
は
「
舟
は
金
波

の
中
に
さ
し
入
て
、
盃
の
数
は
河
原
の
真
砂
に
た
ぐ
へ
ん

と
、
い
よ

く
佳
境
に
入
。」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

最
後
は
、「
仲
秋
良
夜
、
た
ま

く
雲
は
れ
て　

清
光

四
字
を
照
し
、
す
ぎ
し
游
を
思
い
出
し
、
わ
す
れ
ぬ
う

ち
に
と
、
病
の
間
に
筆
を
と
り
、
遠
く
大
里
ぬ
し
の
一

笑
を
博
む
と
い
ふ
。
わ
た
の
へ
の
能
保
流
」
と
い
う
文

章
で
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
最
後
の
文
か
ら
、
銚
子

滞
在
中
の
思
い
出
を
刀
祢
游
記
一
巻
に
ま
と
め
、
大
里

へ
の
お
礼
と
し
て
仲
秋
の
名
月
に
贈
ろ
う
と
、
制
作
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

な
お
、
刀
祢
游
記
は
、
大
里
家
に
代
々
所
蔵
さ
れ
て

い
ま
し
が
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
の
銚
子
空
襲

で
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

※
刀
祢
游
記
の
口
語
訳
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
全

文
を
掲
載
す
る
こ
と
と
し
、
今
回
は
省
略
し
ま
す
。

『
四
州
真
景
の
旅
』③ 

　
旅
先
で
訪
ね
た
人
物
　
大
里
庄
治
郎

研
究
会
員
　
中
神
昌
秀

『刀祢游記』
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三
　『
崋
山
書
簡
集
』
の
中
の
大
里

　
　
垤
三
宛
（「
門
田
の
栄
」
製
本
の
件
）

次
は
、
書
簡
の
中
の
大
里
を
訪
ね
る
旅
を
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
大
里
庄
治
郎
は
『
崋
山
書
簡
集
』（
小
澤
耕
一

編
著
）
の
中
に
も
登
場
し
ま
す
。

天
保
六
年	

（
一
八
三
五
）	
十
月
七
日
付
書
簡
は
、「
門

田
の
栄
、
製
本
い
つ
頃
出
来
候
哉
。
可
相
成
ハ
早
き
方

上
々
御
座
候
。
版
木
取
ニ
上
候
。　

一
、
桂
丸
先
生
今

日
御
来
駕
籠
や
と
存
候
処
、
御
案
内
な
き
ま
ゝ
明
日
歟

と
存
候
。
い
つ
れ
前
広
御
案
内
願
候
。
其
節
ハ
先
生
御

世
話
御
同
伴
祈
申
候
。」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
「『
門
田
の
栄
』
の
、
製
本
は
い
つ
頃
出
来
る

の
で
し
ょ
う
か
。
早
い
に
越
し
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
印
刷
用
の
版
木
で
し
た
ら
、
取
り
に
伺
い
ま
す
。

桂
丸
先
生
は
、
今
日
御
来
訪
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
。

連
絡
が
な
い
の
で
明
日
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
い
づ

れ
に
し
て
も
前
も
っ
て
御
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ

の
時
は
先
生
の
お
世
話
を
し
、
同
伴
し
て
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。」
と
い
う
意
味
で
す
。

こ
の
書
簡
か
ら
製
本
屋
の
垤
三
と
桂
丸
と
い
う
俳
号

の
大
里
庄
治
郎
が
何
ら
か
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
そ
し
て
崋
山
は
、
大
里
を
先
生
と
書
い
て
い

ま
す
。『
崋
山
書
簡
集
』
の
人
名
で
、
先
生
の
敬
称
を
つ

け
て
い
る
の
は
、
崋
山
の
絵
画
の
師
で
あ
る
谷
文
晁
（
一

七
六
三
～
一
八
四
一
）
を
写
山
先
生
と
書
い
て
い
る
例

が
あ
り
ま
す
。
大
里
は
崋
山
に
と
っ
て
、
銚
子
で
世
話

に
な
っ
た
豪
商
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
尊
敬
す
べ
き
人

物
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

四
　『
崋
山
書
簡
集
』
の
中
の
大
里

　
　
小
林
経
蔵
宛
（
書
籍
題
箋
の
無
心
状
）

『
崋
山
書
簡
集
』
の
中
に
も
う
一
つ
大
里
の
名
が
出
て

く
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
月
日
不
明
の
小
林
経
蔵
宛
て

書
簡
で
す
。

「
此
間
、
行
方
屋
御
同
伴
添
奉
謝
候
。
表
紙
外
題
の
ケ

イ
、
御
ス
リ
置
御
座
候
ハ
ゝ
、
十
二
・
三
枚
頂
戴
奉
願
候
。

頓
首　

登　

小
林
経
蔵
様
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、「
こ
の
間
は
行
方
屋
大
里
庄
治
郎
様
を
御
同
伴
し

て
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
表
紙
外
題
用
の
罫

紙
で
印
刷
済
み
の
も
の
が
あ
れ
ば
、
十
二
・
三
枚
頂
き
た

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
い
う
意
味
で
す
。

小
林
経
蔵
と
四
州
真
景
の
旅
の
同
行
者
小
林
蓮
堂
は

同
一
人
物
で
あ
る
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
仮
に
こ
の

説
が
正
し
い
と
す
る
と
、
俳
人
で
あ
る
小
林
蓮
堂
と
風

流
人
で
俳
人
で
も
あ
る
大
里
に
交
流
が
あ
る
の
は
自
然

で
す
。
そ
の
交
流
の
う
え
で
大
里
を
同
伴
し
た
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

五
　
御
穀
宿
（
ご
こ
く
や
ど
）

さ
て
、
御
穀
宿
と
い
う
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
が
で
て

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
大
里
と
深
い
関
係
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
を
訪
ね
る
旅
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

銚
子
は
、
近
世
初
期
か
ら
前
期
に
か
け
て
幕
藩
的
な

流
通
機
構
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
過
程
で
、御
穀
宿
、藩
蔵
、

気
仙
問
屋
（
廻
船
問
屋
）、
穀
仲
買
等
の
諸
施
設
が
整
備

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
御
穀
宿
は
、
東
北
諸
藩
の
廻
米
（
回
送
す

る
年
貢
米
）
を
取
扱
う
商
人
の
こ
と
で
す
。
諸
藩
か
ら

特
権
を
与
え
ら
れ
、廻
米
の
陸
揚
げ
、蔵
へ
の
出
し
入
れ
、

江
戸
へ
の
回
漕
、
濡
米
の
売
り
払
い
等
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

銚
子
で
払
米
を
す
る
際
に
は
、
銚
子
へ
出
張
し
た
藩

の
役
人
と
協
議
し
て
御
穀
宿
か
ら
仲
買
人
に
通
知
し
、

入
札
に
よ
り
売
却
し
て
い
ま
し
た
。

銚
子
は
、
近
世
に
は
飯
沼
、
新
生
、
荒
野
、
今
宮
の

四
ヶ
村
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
荒
野
村
に
五
軒
、

今
宮
村
に
一
軒
、
計
六
軒
の
御
穀
宿
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
に
幕
府
天
領
の
御
城
米
を
扱
う
御
穀
宿
が
荒
野

村
に
一
軒
あ
り
ま
し
た
。

銚
子
市
田
中
義
家
文
書
に
よ
れ
ば
、
元
禄
四
年
（
一

六
九
一
）
に
は
仙
台
藩
の
御
穀
宿
で
あ
っ
た
信
太
清
左

衛
門
は
荒
野
村
の
名
主
を
兼
ね
る
等
、
御
穀
宿
は
村
の

有
力
者
が
担
っ
て
い
ま
し
た
。

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
は
、
仙
台
藩
、
米
沢
藩
、

相
馬
中
村
藩
は
、
藩
独
自
の
蔵
屋
敷
を
持
ち
、
笠
間
藩
、

棚
倉
藩
、
磐
城
平
藩
は
御
穀
宿
の
蔵
を
借
り
上
げ
て
使

用
し
て
い
ま
し
た
。

大
里
家
は
磐
城
平
藩
安
藤
家
（
六
万
七
千
石
）
と
棚

倉
藩
井
上
家（
六
万
石
）の
御
穀
宿
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
六
代
目
が
行
方
屋
大
里
庄
治
郎
富
文
で
す
。
大
里

家
の
家
業
に
つ
い
て
は
、
第
九
代
大
里
庄
治
郎
憲
文
（
一

八
五
四
～
一
九
〇
九
）
が
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）



8

に
ま
と
め
た
『
九
代
大
里
憲
文
之
履
歴
』
と
い
う
文
書

に
よ
れ
ば
「
元
来
大
里
家
ハ
世
々
三
陸
諸
藩
ノ
廻
米
ヲ

扱
ヒ
、
旧
高
崎
藩
ノ
御
用
達
ヲ
ナ
シ
、
水
産
肥
料
商
ヲ

業
ト
セ
シ
ガ
、
維
新
ノ
変
革
二
際
シ
、
旧
藩
ト
共
二
其

風
潮
ヲ
受
ク
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

六
　
俳
人
　
桂
丸

桂
丸
と
号
し
た
俳
人
大
里
を
訪
ね
る
旅
を
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
桂
丸
は
、
江
戸
後
期
の
俳
人　

今
泉
恒
丸
（
一

七
五
一
～
一
八
一
〇
）
の
門
人
で
す
。

恒
丸
は
今
泉
与
右
衛
門
と
し
て
、
陸
奥
国
田
村
郡
常

葉
村
（
現
福
島
県
田
村
市
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
最
初
、

俳
句
の
指
導
を
三
春
の
一
滴
斎
蕉
雨
か
ら
受
け
、
後
に

江
戸
化
政
期
俳
壇
の
中
核
、
夏
目
成
美
（
一
七
四
九
～

一
八
一
七
）
の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
ま
し
た
。
恒
丸
四
十

四
歳
の
年
、素
月
と
駆
け
落
ち
を
し
ま
す
。
文
化
三
年（
一

八
〇
六
）
の
江
戸
大
火
で
家
を
失
い
、
下
総
国
香
取
郡

佐
原
村
に
移
住
し
ま
す
。
佐
原
時
代
の
門
人
は
四
千
人

と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
文
化
七
年（
一
八
一
〇
）に
没
し
、

佐
原
に
埋
葬
さ
れ
ま
す
。
墓
地
の
石
碑
に
は
、「
竹
窓
主

人
窪
木
清
淵
」
と
あ
り
、
久
保
木
清
淵
に
よ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
が
判
り
ま
す
。

さ
て
、
桂
丸
は
恒
丸
の
高
弟
の
一
人
で
、
恒
丸
か
ら

一
字
を
貰
い
受
け
恒
斎
と
号
し
ま
し
た
。
文
政
三
年
（
一

八
二
〇
）『
椎
紫
』
を
、
翌
年
に
は
『
俳
諧
蚤
の
あ
と
』

を
編
集
し
ま
し
た
。『
俳
諧
蚤
の
あ
と
』
は
、
恒
丸
の
妻

素
月
の
三
回
忌
追
善
集
で
す
。
こ
の
序
文
は
、
桂
丸
に

よ
る
も
の
で
「
素
月
尼
は
み
ち
の
く
常
磐
に
ひ
と
ゝ
な

り
ひ
た
す
ら
風
雅
を
好
み
、
文
化
の
は
じ
め
我
師
恒
丸

と
共
に
こ
の
國
へ
さ
す
ら
ひ
来
り-	-	-	
」
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
序
文
の
末
尾
に
は
、
恒
斎
桂
丸
の
名
前

と
「
恒
斎
」「
桂
丸
」
の
二
つ
の
方
印
が
あ
り
ま
す
。
次

の
項
に
は
谷
文
晁
の
素
月
尼
座
像
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

七
　
小
林
一
茶
と
桂
丸

江
戸
時
代
を
代
表
す
る
俳
人
の
一
人
に
小
林
一
茶
（
一

七
六
三
～
一
八
二
八
）が
い
ま
す
。
一
茶
は『
七
番
日
記
』

と
い
う
句
日
記
を
残
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
文
化
七
年

（
一
八
一
〇
）四
十
八
歳
か
ら
、文
化
十
五
年（
一
八
一
八
）

五
十
八
歳
に
か
け
て
の
句
日
記
で
、
一
茶
調
の
最
盛
期

を
代
表
す
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

明治26年（1893）における大里庄治郎商店『千葉県博覧図』国書刊行会編

『俳諧蚤のあと』
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そ
の
中
に
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
五
月
二
十
七

日
か
ら
六
月
一
日
ま
で
銚
子
に
滞
在
し
、
桂
丸
と
交
流

し
た
様
子
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
今
度
は
一
茶
と
の
交

流
を
訪
ね
る
旅
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

『
七
番
日
記
』
の
中
の
五
月
二
十
八
日
は
、「
八
晴
桂

丸
に
入
」、
五
月
二
十
九
日
は
、「
九
晴
桂
丸
李
峰
と
浜

一
覧
ス
」
六
月
一
日
は
、「
一
晴
南
風
辺
浄
国
寺
登
望
西

台　

桂
丸
李
峰
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
高
名
な
一
茶
が
な
ぜ
桂
丸
を
訪
問
し
た

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
桂
丸
の
俳
句
の
師　

恒
丸

と
一
茶
の
知
友
関
係
に
あ
り
ま
す
。
文
化
四
年
四
月
二

十
七
日
に
は
、
恒
丸
主
催
の
句
会
に
一
茶
も
参
加
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
何
度
か
同
じ
句
会
で
会
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
知
友
関
係
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
、
一
茶
と

恒
丸
の
俳
書
が
あ
り
ま
す
。
恒
丸
の
俳
書
『
葛
斎
月
並

抜
粋
』『
し
き
な
み
』
等
に
一
茶
の
句
が
収
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
逆
に
一
茶
の
俳
書
『
文
化
句
帖
』『
三
韓
人
』
等

に
恒
丸
の
句
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
一
茶
の
訪
問
は
、
桂
丸
の
み
な
ら
ず
恒
丸

派
の
俳
人
た
ち
と
の
交
流
が
目
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。『
七
番
日
記
』
に
は
銚
子
の
前
後
に
い
く
つ
か

の
地
名
が
で
て
き
ま
す
が
、
そ
こ
は
恒
丸
派
の
俳
人
の

居
住
地
と
一
致
し
ま
す
。

な
お
、
銚
子
市
に
あ
る
浄
土
宗
一
立
山
無
衰
院
浄
国

寺
に
は
一
茶
の
碑
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
碑
に
は
「
此
臺

の
清
風
た
ゝ
ち
に
心
涼
し
く
西
方
仏
土
も
か
く
あ
ら
ん

と　

本
と
ゝ
す　

爰
を
さ
る
こ
と
遠
か
ら
ず　

一
茶
坊
」

と
い
う
碑
文
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

八
　
終
わ
り
に

大
里
に
つ
い
て
、
今
ま
で
の
解
説
本
で
は
、
豪
商
で
あ

る
と
か
、
風
流
人
で
あ
る
と
か
の
説
明
は
あ
り
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
商
人
だ
っ
た
の
か
、
風
流
と
い
っ
て
も
、
ど

の
よ
う
に
風
流
だ
っ
た
の
か
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
文
章
の
中
で
、
多
少
と
も
、
豪
商
や
風
流

人
の
具
体
的
な
解
説
が
で
き
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
今
回
の
文
章
を
書
く
た
め
、
資
料
を
探
し

て
い
る
う
ち
に
、
偶
然
に
も
銚
子
の
御
穀
宿
に
関
す
る

論
文
を
複
数
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

大
里
の
俳
句
の
師
で
あ
る
恒
丸
に
つ
い
て
も
、
平
成
二

十
四
年
に
出
版
さ
れ
た
書
籍
を
購
入
で
き
た
お
か
げ
で
、

理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。
大
里
が
編
集
し
た
句
集
の
な

か
に
谷
文
晁
の
挿
絵
が
使
用
さ
れ
て
い
た
り
、
恒
丸
の

碑
文
を
久
保
木
清
淵
が
書
い
て
い
た
り
し
て
、
私
に
と

っ
て
は
新
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
崋
山
が
な
ぜ
大
里
宅

に
泊
ま
っ
た
の
か
。
ま
た
、
な
ぜ
久
保
木
を
訪
ね
た
の

か
の
手
が
か
り
に
な
る
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。
今
後
の

調
査
に
役
立
ち
そ
う
で
す
。

今
回
は
原
文
の
引
用
が
多
く
、
ま
た
小
テ
ー
マ
ご
と

全
く
別
の
話
で
読
み
に
く
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

次
は
な
る
べ
く
読
み
や
す
く
書
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
ま
た
。

参
考
文
献

『
港
町
銚
子
の
機
能
と
そ
の
変
容
―
荒
野
地
区
を
中
心
と

し
て
―
』　

歴
史
地
理
学
調
査
報
告
書
第
八
号　

筑
波
大

学
歴
史
・
人
類
学
系
歴
史
地
理
学
研
究
室

『
近
世
に
お
け
る
東
廻
り
航
路
と
銚
子
港
町
の
変
容
』

斎
藤
善
之　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告　

	

第
一

〇
三
集

『
鴛
鴦
俳
人　

恒
丸
と
素
月
』
矢
羽
勝
幸　

二
村
博
著

歴
史
春
秋
社

『
一
茶　

七
番
日
記
』
丸
山
一
彦
校
注　

岩
波
文
庫

銚子市　浄国寺望西台 小林一茶句碑
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「
少
年
物
語
　
渡
辺
崋
山
」

　
　
　
読
書
感
想
文
に
つ
い
て

公
益
財
団
法
人

崋
山
会
で
は
、
郷

土
の
偉
人
渡
辺
崋

山
先
生
の
功
績
を

後
世
に
伝
承
す
る

事
業
の
一
環
と
し

て
、
毎
年
市
内
小

学
六
年
生
に
対
し
、「
少
年
物
語　

渡
辺
崋
山
」
の
冊
子

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
感
想
文
の
募
集

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
三
四
一
件
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

こ
の
中
か
ら
優
秀
賞
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
六
点
の
作

品
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
学
童
の
皆
さ
ん
や
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
各
学
校
の
先
生
方
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
崋
山
会
事
務
局

崋
山
先
生
は
、
寛
政
五
年
、
貧
し
い
家
の
八
人
兄
弟
の

長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
学
芸
会
の
崋
山

劇
で
、
先
生
の
妹
「
も
と
」
役
を
演
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

崋
山
先
生
の
こ
と
を
勉
強
す
る
に
つ
れ
て
感
じ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
努
力
家
で
と
て
も
心
が
強
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
一
家
の
暮
ら
し
を
よ
く
す
る
た
め
、
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
雨
の
日
も
風
の
日
も
休
む
こ
と
な
く
お
つ
と
め
に

は
げ
み
、
弟
や
妹
の
お
世
話
も
し
な
が
ら
絵
を
習
い
、
両
親

の
手
伝
い
も
し
た
そ
う
で
す
。

弟
や
妹
を
奉
公
へ
出
す
と
き
は
、
一
生
会
え
な
い
悲
し

み
に
負
け
ず
、
今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
父
が
亡
く
な
っ
た
時

も
く
じ
け
ず
に
次
に
向
か
っ
て
暮
ら
し
を
支
え
よ
う
と
さ

ら
に
努
力
す
る
す
が
た
は
、
わ
た
し
も
見
習
い
、
弱
音
を
は

か
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

天
保
の
き
き
ん
で
は
、
米
が
と
れ
ず
日
本
中
が
苦
し
ん

で
い
る
こ
と
を
知
り
、
心
配
し
た
先
生
は
、
お
米
や
麦
を
た

め
て
お
く
倉
を
つ
く
り
ま
し
た
。
人
民
の
た
め
の
倉
と
い
う

意
味
で
報
民
倉
と
名
づ
け
ら
れ
、
先
生
は
米
十
俵
入
れ
ま
し

た
。
人
の
た
め
を
思
い
、
そ
の
思
い
を
、
口
だ
け
で
は
な
く

実
行
し
た
こ
と
が
田
原
藩
で
う
え
死
に
す
る
人
を
一
人
も

出
さ
な
か
っ
た
事
に
つ
な
が
っ
た
と
わ
た
し
は
思
い
ま
し

た
。
他
に
も
自
分
の
着
物
を
ぬ
い
で
人
に
あ
げ
た
り
、
自
分

の
ご
飯
の
量
を
減
ら
し
人
に
あ
た
え
た
り
も
し
ま
し
た
。
助

け
ら
れ
た
人
や
そ
の
話
を
聞
い
た
人
は
先
生
の
心
の
広
さ

に
と
て
も
感
動
し
た
そ
う
で
す
。

蘭
学
と
関
わ
っ
て
い
た
先
生
は
無
実
の
罪
で
ろ
う
に
入

れ
ら
れ
家
は
す
み
ず
み
ま
で
調
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞

い
た
先
生
の
弟
子
や
恩
師
が
手
を
つ
く
し
よ
う
や
く
ろ
う

か
ら
出
ら
れ
た
先
生
の
体
は
皮
ふ
病
や
胃
腸
の
病
気
で
す

い
じ
ゃ
く
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
わ
た
し
は
き
き
ん
な
ど
の

い
ろ
い
ろ
な
事
で
人
を
助
け
た
先
生
を
罪
も
な
い
の
に
ろ

う
に
入
れ
る
の
は
ひ
ど
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
先
生
は
ろ

う
か
ら
出
れ
た
喜
び
を
味
わ
い
、
家
族
と
暮
ら
す
こ
と
が
何

よ
り
嬉
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

崋
山
先
生
と
関
わ
り
が
あ
っ
て
一
番
心
に
残
っ
て
い
る

場
所
は
池
ノ
原
公
園
で
す
。
先
生
が
最
後
を
過
ご
し
た
家
か

ら
は
、
家
族
を
思
い
人
の
た
め
に
働
い
た
崋
山
先
生
の
い
ろ

い
ろ
な
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
銅

像
か
ら
は
、
大
切
な
人
を
残
し
て
亡
く
な
っ
た
さ
み
し
さ
と

遠
く
の
未
来
を
見
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
が
感
じ
ま
し
た
。

わ
た
し
の
将
来
の
夢
は
薬
ざ
い
し
で
す
。
崋
山
先
生
の

努
力
す
る
気
持
ち
、
常
に
優
し
さ
を
持
ち
続
け
る
心
な
ど
を

手
本
に
し
て
い
ろ
い
ろ
な
人
を
助
け
み
ん
な
か
ら
親
わ
れ

る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
最
初
は
学
校
生
活
を
見
直
し
て
、
崋
山
先
生
の
よ

う
に
困
っ
て
い
る
子
が
い
た
ら
進
ん
で
声
を
か
け
下
級
生

に
は
優
し
い
心
で
い
い
見
本
に
な
れ
る
よ
う
に
努
力
し
た

い
で
す
。
い
や
な
こ
と
に
も
文
句
を
言
わ
ず
、
ど
ん
な
に
苦

し
く
て
も
あ
き
ら
め
な
い
強
い
心
を
持
ち
つ
ら
い
時
悲
し

い
時
で
も
上
を
目
指
そ
う
と
す
る
立
派
な
志
を
持
っ
た
崋

山
先
生
。
も
う
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
も
こ
れ

か
ら
も
わ
た
し
達
の
大
切
な
き
ょ
う
土
の
偉
人
で
す
。

崋
山
先
生
は
寛
政
五
年
の
秋
、
江
戸
で
生
ま
れ
小
さ
い

時
か
ら
貧
し
い
家
庭
で
大
へ
ん
苦
労
を
し
て
育
ち
ま
し
た
。

家
の
た
め
に
毎
日
働
い
て
、
お
金
を
か
せ
が
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
。
食
事
も
あ
ま
り
食
べ
る
事
が
で
き
ず
家
族
の
た

め
の
薬
も
買
え
ま
せ
ん
。
仕
事
の
た
め
、
自
分
の
や
り
た
い

心
に
生
き
続
け
る
、
渡
辺
崋
山

田
原
中
部
小
学
校　

六
年　

藤

田
　

楓

郷
土
の
偉
人　

渡
辺
崋
山
先
生

田
原
中
部
小
学
校　

六
年　

伊

藤

千

夏
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勉
強
を
す
る
ひ
ま
も
な
い
中
、
必
死
に
生
活
し
、
学
び
、
努

力
し
た
人
で
し
た
。
弟
や
妹
は
寺
奉
公
や
女
中
奉
公
に
連
れ

て
行
か
れ
悲
し
い
生
き
別
れ
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
崋
山
先
生
は
つ
ら
い
現
実
を
し
っ
か
り
と
受
け
と

め
て
い
ま
し
た
。
私
だ
っ
た
ら
た
く
さ
ん
泣
い
て
前
を
向
く

こ
と
が
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
先
生
は
な
ん
ぎ
な
事
、
か

な
し
い
事
に
あ
う
ご
と
に
ふ
る
い
た
っ
て
、
か
な
ら
ず
り
っ

ぱ
な
人
に
な
っ
て
家
の
者
を
幸
せ
に
し
て
や
ろ
う
と
思
い

全
く
弱
音
を
は
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
は
み
ん
な
生
ま
れ
た

環
境
は
ち
が
う
け
ど
私
も
そ
の
こ
と
に
甘
え
ず
に
先
生
の

よ
う
に
強
い
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
先

生
は
心
が
や
さ
し
く
行
動
力
の
あ
る
人
で
し
た
。
い
ざ
と
い

う
時
の
こ
と
を
考
え
て
報
民
倉
を
た
て
ま
し
た
。
天
保
の
大

き
き
ん
の
時
、
作
物
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
り
、
う
え
死
に

す
る
人
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
あ
り
ま
し
た
。
先
生
は
「
百
姓

が
あ
る
か
ら
こ
そ
殿
様
も
何
不
自
由
な
く
ぜ
い
た
く
を
な

さ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
ま
す
。」
な
ど
の
内
容
の
書

き
も
の
を
出
し
ま
し
た
。
上
下
関
係
の
あ
る
時
代
に
百
姓
を

大
切
に
し
た
の
で
、
田
原
藩
で
は
う
え
死
す
る
人
が
一
人
も

い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

自
分
に
は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
行
動
力
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
私
に
は
大
き
な
夢
が
あ
り
ま
す
。
夢
を
実
現
す
る
た

め
に
知
識
を
身
に
つ
け
、
ク
ラ
ブ
の
練
習
を
休
ま
ず
に
目
標

を
達
成
す
る
こ
と
が
行
動
力
が
あ
り
大
切
な
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
も
っ
と
ま
わ
り
に
目
を
向
け
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
仲
間
や
友
達
と
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
先
生
は
弱
い
立
場
で
あ
る
み
ん
な
の
命
を
一

番
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
多
く
の
人
に
信
頼
さ
れ

報
民
倉
が
た
て
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
私
も
、
集
団

生
活
の
中
で
、
相
手
の
気
持
ち
を
受
け
と
め
困
っ
て
い
る
人

に
声
を
か
け
た
り
、
自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り
も
っ
て
行
動

し
仲
間
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
、
努
力
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

先
生
は
自
分
の
手
で
命
を
終
わ
ら
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

自
分
が
生
き
て
い
る
ば
か
り
に
多
く
の
人
に
迷
わ
く
を
か

け
、
家
族
や
藩
主
、
友
人
た
ち
に
も
何
ら
か
の
沙
汰
が
あ
る

だ
ろ
う
と
判
断
し
、
自
刃
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
私

は
先
生
が
自
分
の
生
き
た
社
会
を
心
の
中
で
は
大
切
に
思

っ
て
い
た
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

私
も
生
ま
れ
育
っ
た
田
原
の
町
が
大
好
き
で
す
。
私
の

通
う
小
学
校
で
は
私
た
ち
が
崋
山
劇
を
演
じ
ま
す
。
先
生
の

こ
と
を
く
わ
し
く
勉
強
し
た
こ
と
で
劇
に
も
と
て
も
気
持

ち
を
こ
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
崋
山
先
生
の
す
ば
ら
し
さ
を
色
々
な
人
に
語
り
つ
い
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
努
力
す
る
こ
と
を
わ

す
れ
ず
に
、
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ
の
本
は
、
崋
山
先
生
こ
と
渡
辺
崋
山
の
生
涯
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
崋
山
先
生
と
言
え
ば
、
明
治
以
前
の
国
の
暗

い
世
の
中
を
、
良
く
し
よ
う
と
身
を
削
り
な
が
ら
も
努
め
て

こ
ら
れ
た
方
で
す
。
ま
た
、
無
実
の
罪
に
お
ち
、
田
原
の
地

で
自
刃
さ
れ
た
田
原
藩
の
家
老
で
あ
る
こ
と
は
、
有
名
な
お

話
で
す
。

崋
山
先
生
が
ち
ょ
う
ど
ぼ
く
た
ち
と
同
じ
年
頃
の
時
を

描
い
た
劇
「
立
志
」
や
「
板
橋
の
別
れ
」
は
、
ぼ
く
の
従
兄

が
学
芸
会
で
演
じ
た
も
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
知
っ

て
い
ま
し
た
。
特
に
「
立
志
」
は
あ
の
時
殿
様
の
行
列
に
ぶ

つ
か
ら
な
け
れ
ば
、
大
学
者
に
な
っ
て
、
殿
様
を
教
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
先
生
に
な
ろ
う
、
な
ん
て
思
わ
な
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
の
時
、
ひ
ど
い
屈
じ
ょ
く
を
味
わ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
余
計
に
頑
張
ろ
う
と
相
当
な
努
力
を
し
て

き
た
に
違
い
な
い
で
す
。

崋
山
先
生
の
す
ご
い
と
こ
ろ
は
、
ど
ん
な
環
境
で
も
そ

れ
に
負
け
な
い
強
さ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
い
く
ら
貧

し
い
家
庭
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
理
由
に
で
き
な
い
、
な
ど

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
お
金
が
な
く
て
も
、
先
生
や
友
達
に
本

を
借
り
て
、
う
つ
す
。
勉
強
す
る
た
め
の
工
夫
や
努
力
を
惜

し
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、ま
だ
働
く
年
で
は
な
い
の
に
、

絵
の
才
能
も
あ
っ
た
た
め
、
絵
を
売
り
、
家
計
の
手
助
け
も

し
て
い
ま
し
た
。
き
っ
と
、
ぼ
く
な
ら
、
家
計
を
助
け
る
こ

と
以
前
に
、
貧
し
い
を
理
由
に
、
勉
強
す
る
こ
と
す
ら
、
投

げ
出
し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
貧
し
く
て
困
っ
て
い
る
人
々
を
何
人
も
助
け
て

き
ま
し
た
。
決
し
て
自
分
に
お
金
の
余
裕
が
あ
る
訳
で
は
な

い
の
に
、
自
分
の
着
物
を
売
っ
た
り
し
、
商
売
を
再
開
す
る

た
め
の
お
金
を
工
面
し
て
あ
げ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
血
の

つ
な
が
り
が
あ
る
親
せ
き
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
う
簡
単

に
や
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
心

の
底
か
ら
良
い
人
だ
と
思
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
ん
な

崋
山
先
生
だ
か
ら
、
人
々
か
ら
感
謝
さ
れ
、
し
た
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

崋
山
先
生
は
、
49
歳
と
い
う
若
さ
で
自
ら
命
を
た
ち
ま

し
た
。

決
し
て
長
い
生
涯
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
崋
山

先
生
の
人
生
は
大
変
立
派
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
こ
と
よ
り
、
家
族
や
周
り
の
人
々
の
幸
せ
を
ま
ず
先

に
考
え
、
と
て
も
大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。

ぼ
く
は
今
、
病
気
で
、
自
分
の
こ
と
だ
け
で
い
っ
ぱ
い

い
っ
ぱ
い
の
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
崋
山
先
生
の
よ
う

に
、
周
り
の
人
の
こ
と
も
優
先
し
て
考
え
る
な
ん
て
余
裕

は
、
正
直
今
の
ぼ
く
に
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
ぼ
く
は
、

病
気
に
だ
け
は
負
け
た
く
な
い
で
す
。
今
は
、
病
気
が
邪
ま

を
し
て
、
で
き
な
い
事
も
あ
る
け
ど
、
い
つ
か
大
人
に
な
っ

た
時
に
、
あ
あ
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
、
と
後
悔
し
な
い
よ
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う
に
は
し
た
い
で
す
。
少
し
ず
つ
で
も
で
き
る
事
を
一
つ
ひ

と
つ
増
し
て
い
き
た
い
で
す
。
お
母
さ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

先
生
や
友
達
に
も
、
心
配
や
迷
惑
を
か
け
る
事
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
で
も
、
い
つ
か
そ
の
恩
を
返
せ
る
よ
う
な
人
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
も
色
々
な
困
難
が
あ

る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
ぼ
く
は
、
あ
き
ら
め
な
い
強
さ
を
持

ち
、
夢
に
向
か
っ
て
一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。

私
は
、
毎
年
、
書
道
教
室
で
、「
崋
山
展
」
に
出
品
す
る

作
品
を
書
い
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
、
い
つ
も
書
道
の
先
生

か
ら
「
渡
辺
崋
山
」
と
い
う
名
前
は
聞
い
て
い
ま
し
た
。
で

も
、
私
は
、
こ
の
人
が
ど
う
い
う
人
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、

く
わ
し
く
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
、「
少
年
物
語
渡

辺
崋
山
」
を
読
ん
で
、
渡
辺
崋
山
の
一
生
、
人
が
ら
、
も
の

の
考
え
方
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
本
を
読
ん
で
一
番
心
に
残
っ
た
こ
と
は
、
崋
山
が

自
分
の
こ
と
よ
り
も
常
に
ま
わ
り
の
人
の
こ
と
を
考
え
て

い
た
こ
と
で
す
。
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
家
族
の
こ
と
を
、
そ
し

て
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
、
弟
子
や
自
分
が
仕
え
る
田
原

藩
や
と
の
様
、
ま
わ
り
の
人
々
の
こ
と
を
大
切
に
思
い
、
行

動
し
て
い
ま
し
た
。

天
保
の
き
き
ん
の
時
に
は
、
と
の
様
に
申
し
上
げ
て
、
人

民
の
た
め
の
倉
「
報
民
倉
」
を
建
て
ま
し
た
。「
と
の
様
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、
農
民
が
安
気
に
く
ら
し
て
い
け
る
の
だ
」

と
考
え
ら
れ
た
時
代
に
、
崋
山
は
、「
人
民
に
よ
っ
て
国
が

立
っ
て
ゆ
く
の
だ
」
と
い
う
進
ん
だ
考
え
方
を
も
っ
て
い
ま

し
た
。
お
か
げ
で
田
原
藩
で
は
、
う
え
死
に
を
す
る
人
が
一

人
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
み
ん
な
の
命
を
一
番
に
考
え
て
い

た
崋
山
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
行
動
が
で
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
貧
ぼ
う
の
中
に
育
っ
た
崋
山
は
、
人
が

困
っ
て
い
る
時
に
は
、
相
手
の
こ
と
を
思
い
、
自
分
が
ど
ん

な
に
困
っ
て
も
助
け
ま
し
た
。
本
当
に
心
が
広
く
、
優
し
い

心
の
持
ち
主
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

崋
山
は
、
常
に
親
へ
の
孝
行
を
忘
れ
ず
、
自
分
を
支
え

て
く
れ
た
人
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
生
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
人
一
倍
努
力
し
て
自
分
の
し
た
い
勉
強
を
し
、
仲
間
と

い
っ
し
ょ
に
日
本
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
行
い
、
正
し
い
道

を
進
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
崋
山
た
ち
を
快
く
思
わ
な
い
人

た
ち
の
悪
だ
く
み
に
よ
っ
て
、
崋
山
は
ろ
う
屋
に
入
れ
ら
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
環
境
の
悪
い
ろ
う
屋
の
中
で
も
、
年
老
い

た
母
の
こ
と
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
崋
山
が
そ
こ

で
よ
ん
だ
歌
を
読
ん
で
、
崋
山
は
何
も
悪
い
こ
と
を
し
て
な

い
の
に
…
と
心
が
苦
し
く
な
り
ま
し
た
。
ま
わ
り
の
人
へ
の

感
謝
を
忘
れ
ず
、
自
分
の
信
じ
た
正
し
い
道
を
進
ん
で
き
た

崋
山
だ
か
ら
こ
そ
、
支
持
し
て
く
れ
る
た
く
さ
ん
の
人
々
が

い
て
、
そ
の
後
、
ろ
う
屋
か
ら
助
け
出
さ
れ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

け
れ
ど
、
崋
山
は
、
藩
主
に
迷
わ
く
を
か
け
な
い
よ
う
、

自
害
の
道
を
選
び
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
自
分
の
こ
と
を
悪

く
言
い
、
苦
し
い
立
場
に
追
い
こ
ん
だ
人
た
ち
を
う
ら
む
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
死
ぬ
間
際
ま
で
、
家
族
に
対
す

る
細
や
か
な
愛
情
を
忘
れ
な
い
人
で
し
た
。
崋
山
を
お
と
し

い
れ
る
悪
だ
く
み
が
な
か
っ
た
ら
、
崋
山
が
ろ
う
屋
に
入
る

こ
と
も
、
病
気
に
か
か
る
こ
と
も
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
も
っ
と
長
生
き
を
し
て
、
も
っ
と
多
く
の
す
ば
ら
し
い

絵
を
残
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
本
の
た
め
に
働
く
こ
と

が
で
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
思
う
と
、
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
。

渡
辺
崋
山
の
姿
を
く
わ
し
く
知
り
、
私
も
崋
山
の
よ
う

に
、
常
に
ま
わ
り
の
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
ま

わ
り
の
人
に
優
し
く
で
き
る
、
ま
わ
り
の
人
の
こ
と
を
考
え

て
行
動
で
き
る
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

人
に
迷
わ
く
を
か
け
な
い
よ
う
に
生
き
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
年
、「
崋
山
展
」
の
書
道
作
品
を
書
く
時
に
は
、

崋
山
の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
本
を
読
ん
で
心
に
残
っ
た
場
面
が
三
つ
あ

り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
登
が
殿
様
の
行
列
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
っ

た
場
面
で
す
。
ぶ
つ
か
っ
た
の
は
、
自
分
と
同
じ
年
ご
ろ
の

若
君
の
行
列
で
、
登
は
さ
ん
ざ
ん
暴
力
を
ふ
る
わ
れ
ま
し

た
。
登
は
こ
の
出
来
事
を
き
っ
か
け
に
、
生
ま
れ
の
ち
が
い

だ
け
で
身
分
に
差
が
つ
く
こ
と
に
怒
り
や
悔
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
そ
し
て
、殿
様
を
教
え
る
よ
う
な
大
学
者
に
な
り
、

殿
様
よ
り
も
上
に
立
ち
た
い
と
決
心
を
し
ま
し
た
。
私
は
、

何
か
一
つ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
目
標
を
立
て
、
そ
れ
に

向
か
っ
て
が
ん
ば
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
い
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
し
た
。
お
金
が
な
く
て
も
、
努
力
を
し
て
勉
強
を
続

け
た
か
ら
、
活
や
く
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
崋
山
先
生
が
魚
屋
を
助
け
る
た
め
に
動
い

た
場
面
で
す
。
本
を
読
ん
で
い
て
一
番
感
動
し
た
り
、
考
え

さ
せ
ら
れ
た
り
し
た
場
面
で
も
あ
り
ま
す
。
き
き
ん
で
苦
し

む
元
魚
屋
の
た
め
に
お
金
を
集
め
、
魚
屋
を
も
う
一
度
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お
礼
に
魚
を
持
っ
て
来
た

魚
屋
に
、「
志
は
あ
り
が
た
い
が
、
も
ら
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
」
と
、
魚
を
買
い
、
さ
ら
に
買
っ
た
魚
も
「
明
日
の
元

手
に
し
な
さ
い
」
と
渡
し
ま
し
た
。
魚
屋
以
外
に
も
崋
山
先

生
に
助
け
ら
れ
た
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
自
分
の
こ
と

よ
り
も
相
手
の
こ
と
を
一
番
に
考
え
て
行
動
し
た
り
、
自
分

の
考
え
で
た
く
さ
ん
の
人
が
救
わ
れ
る
の
は
、
本
当
に
す
ご

い
な
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
た
ま
に
人
の
こ
と
よ
り
も
自
分
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の
こ
と
を
考
え
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
崋
山
先
生
の

よ
う
に
人
の
こ
と
を
よ
く
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い

で
す
。
ま
た
、
物
事
を
い
ろ
い
ろ
な
見
方
で
見
て
考
え
る
こ

と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

三
つ
目
は
、
崋
山
先
生
が
牢
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た

場
面
で
す
。
牢
に
入
れ
ら
れ
て
苦
し
い
想
い
を
し
て
い
る
時

で
も
、
人
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
こ
と
に
と
て
も
感
動
し
ま

し
た
。
崋
山
先
生
は
牢
に
入
っ
て
い
る
時
に
、「
あ
さ
な
わ

に　

か
か
る
う
き
身
は
か
ず
な
ら
ず　

親
の
な
げ
き
を　

と
く
よ
し
も
が
な
」
と
い
う
う
た
を
よ
み
ま
し
た
。
こ
の
う

た
は
、
お
母
さ
ん
の
こ
と
を
心
配
し
て
よ
ん
だ
う
た
で
す
。

自
分
が
牢
に
入
れ
ら
れ
病
気
に
も
か
か
り
、
辛
い
思
い
を
し

て
い
る
の
に
、
お
母
さ
ん
の
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
な
ん

て
、
本
当
に
自
分
の
こ
と
よ
り
も
人
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て

い
る
人
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
こ
の
本
を
読
ん
で
、
崋
山
先
生
の
い
つ
も
人
の
こ

と
を
考
え
て
い
る
姿
に
と
て
も
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
そ
れ
と

同
時
に
、
自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
人
の
こ
と
も
考
え
る

大
切
さ
も
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
感
じ
ま
し
た
。
人
の
こ
と
を

考
え
て
動
く
こ
と
は
こ
れ
か
ら
生
活
し
て
い
く
中
で
、
と
て

も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
の
中
で
だ
れ
か
が

や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
き
、
私
も
心
の
中
で
、
め
ん
ど

く
さ
い
な
あ
。
だ
れ
か
や
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
の
に
と
か
、

そ
ん
な
こ
と
や
る
の
は
ず
か
し
い
、
も
し
や
っ
た
ら
何
か
言

わ
れ
る
か
も
と
か
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
し
ま
っ
て
動

け
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
は
変
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
私
も
少
し
ず
つ
人
の
た
め
に

動
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

明
治
以
前
の
、
と
ざ
さ
れ
た
暗
い
世
の
中
だ
っ
た
日
本

に
、
新
し
い
時
代
の
夜
明
け
を
願
っ
て
命
が
け
で
考
え
ぬ
い

た
人
、
そ
れ
が
渡
辺
崋
山
で
す
。
崋
山
先
生
は
、
貧
し
い
家

庭
で
生
ま
れ
育
ち
、
と
て
も
苦
労
し
て
暮
ら
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
親
に
よ
く
仕
え
、
勉
強
に
は
げ
み
、
す
ぐ
れ

た
知
識
と
芸
術
性
を
も
っ
て
、
各
方
面
で
活
躍
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
後
に
、
無
実
の
罪
に
よ
っ
て
牢
屋
に
入
れ
ら
れ
、
そ

こ
か
ら
出
さ
れ
た
後
も
、
田
原
の
地
で
罪
人
と
し
て
家
に
と

じ
こ
も
っ
て
つ
つ
し
ん
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

崋
山
先
生
を
苦
し
め
る
よ
う
な
う
わ
さ
も
流
さ
れ
、
日
本
の

将
来
を
考
え
な
が
ら
現
在
の
田
原
市
に
あ
る
池
ノ
原
で
自

害
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

ぼ
く
は
こ
の
本
を
読
ん
で
、
今
の
時
代
の
便
利
さ
や
、
今

と
昔
の
ち
が
い
に
つ
い
て
考
え
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ぼ
く
た
ち
子
ど
も
は
、
自
由
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お

腹
が
空
け
ば
、
好
き
な
時
に
好
き
な
も
の
を
食
べ
て
空
腹
を

満
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
病
気
に
な
っ
て
も
、
薬
局
や
病

院
に
行
け
ば
薬
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
代
を
生
き

る
ぼ
く
た
ち
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
こ
と
が
、
昔
は
当
た
り

前
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
遊
ぶ
時
間
は
今
よ
り
も
う
ん

と
短
く
、
食
事
も
最
低
限
の
道
具
と
食
材
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
病
気
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
が
何
の
病
気
か
分
か
ら

な
い
ま
ま
、
何
も
手
を
ほ
ど
こ
さ
れ
ず
に
死
ん
で
い
く
人
が

た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
か
ん
境
の
中
で
も
決
し
て
く

じ
け
ず
、
絶
え
間
な
い
努
力
と
強
い
信
念
を
持
っ
て
生
き
ぬ

い
た
崋
山
先
生
は
、
と
て
も
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

崋
山
先
生
の
す
ご
い
と
こ
ろ
は
、
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
あ

り
ま
し
た
。
崋
山
先
生
が
今
の
ぼ
く
と
同
じ
く
ら
い
の
年
ご

ろ
に
、
当
時
の
殿
様
の
行
列
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
い
、
だ
ま

っ
て
な
ぐ
ら
れ
続
け
た
そ
う
で
す
。
ぼ
く
は
と
て
も
不
思
議

に
思
い
ま
し
た
。
き
っ
と
ぼ
く
な
ら
、
た
く
さ
ん
言
い
訳
を

し
た
り
、
な
ぐ
っ
て
き
た
相
手
へ
の
不
満
が
ば
く
は
つ
し
た

り
す
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
崋
山
先
生
は
違
い
ま
し
た
。
自

分
の
領
主
や
親
に
め
い
わ
く
を
か
け
な
い
よ
う
に
、
決
し
て

口
を
割
る
こ
と
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
目

の
前
に
い
る
殿
様
を
し
っ
か
り
教
育
で
き
る
よ
う
な
先
生

の
よ
う
な
人
に
な
ろ
う
と
決
心
し
、
そ
れ
か
ら
病
気
で
体
を

悪
く
し
た
父
親
の
看
病
を
し
な
が
ら
休
む
ひ
ま
な
く
勉
強

を
続
け
た
そ
う
で
す
。
大
き
く
な
り
、
西
洋
の
文
化
を
勉
強

し
よ
う
と
長
崎
へ
行
く
こ
と
を
希
望
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
父
親
の
反
対
に
よ
り
断
念
す
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、

で
き
る
限
り
の
努
力
を
し
、
蘭
学
の
勉
強
を
続
け
ま
し
た
。

西
洋
の
技
術
や
文
化
を
良
く
思
わ
な
い
人
に
嫌
が
ら
せ
を

さ
れ
て
も
、
国
の
未
来
の
た
め
に
決
し
て
勉
強
を
や
め
る
こ

と
は
し
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

崋
山
先
生
の
、
い
つ
ど
ん
な
時
で
も
、
自
分
の
こ
と
よ

り
周
り
の
た
め
を
考
え
て
行
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
一
番

す
ご
い
と
思
い
ま
す
。
他
の
人
の
た
め
を
考
え
て
い
る
こ
と

も
す
ご
い
け
れ
ど
、
国
の
将
来
を
考
え
、
願
い
を
か
け
て
い

た
こ
と
に
強
く
心
を
う
た
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
そ
ん
な
こ

と
ま
で
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
ん
な
崋
山

先
生
が
こ
の
田
原
に
い
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
先
生

を
見
習
っ
て
、
少
し
で
も
自
分
以
外
の
人
の
た
め
に
努
力
で

き
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

渡
辺
崋
山
を
読
ん
で

六
連
小
学
校　

六
年　

鈴

木

峻

平
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二
月
二
十
二
日
（
続
）

「
き
ぬ
が
さ
山
の
麓
に
到
る
。
山
左
右
よ
り
か
こ
み
冷
気

を
人
を
う
ち
て
寒
し
。
抑
滝
頭
と
い
ふ
ハ
其
名
た
ゞ
し
か

ら
ず
。
頭
滝
と
も
い
は
ゞ
其
名
よ
き
を
、
頭
と
い
ふ
ハ
滝

源
の
沢
を
い
ふ
に
や
。」

藤
七
原
で
棚
田
を
見
た
後
、
崋
山
一
行
は
、
衣
笠
山
の

麓
に
着
き
ま
す
。
衣
笠
山
は
、
標
高
二
七
八
ｍ
の
山
で
、

近
く
の
蔵
王
山
・
滝
頭
山
と
と
も
に
、
赤
石
山
脈
の
支
脈

の
南
端
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
山
々
は
、
田
原
ア
ル

プ
ス
と
も
言
わ
れ
、
三
河
湾
国
定
公
園
の
一
部
と
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
は
、
自
然
歩
道
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー

ス
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
頂
の
岩
場
に
は
、
田
原
神

社
奥
宮
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

衣
笠
山
の
西
隣
に
あ
る
の
が
、
標
高
二
五
六
ｍ
の
滝
頭

山
で
す
。

衣
笠
山
や
滝
頭
山
の
麓
は
、
現
在
滝
頭
公
園
と
し
て
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
む
か
し
ハ
杉
林
多
く
あ
り
し
を
今
ハ
斧
斤
に
害
ひ
て
、

月
代
お
れ
る
や
う
に
な
り
た
り
。
さ
れ
バ
水
ハ
か
れ
、
滝

ハ
細
う
な
り
て
あ
は
れ
な
り
と
ぞ
。
此
わ
た
り
ハ
フ
ロ
ガ

谷
と
い
ふ
。
滝
の
右
ハ
炭
や
き
山
、
雑
木
ば
か
り
あ
る
所

ハ
鳥
留
り
と
い
ふ
。
左
ハ
吹
付
山
と
い
ふ
。」

現
代
な
ら
環
境
破
壊
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
斧

や
ま
さ
か
り
で
の
杉
の
木
の
伐
採
に
よ
り
、
山
と
し
て
の

貯
水
力
が
減
り
、
滝
の
水
量
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で

す
。「
炭
や
き
山
」
と
あ
る
の
で
、
杉
を
炭
に
す
る
た
め
に

伐
採
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
伐
採
以
前
は
、
修
験
者

の
修
行
場
で
あ
っ
た
よ
う
に
水
量
豊
富
な
滝
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

「
フ
ロ
ガ
谷
」
の
フ
ロ
と
は
、
ム
ロ
（
洞
窟
・
岩
屋
）
か

ら
転
じ
た
語
で
「
籠
る
所
」
を
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ム
ロ
は
、
も
と
も
と
神
の
い
る
所
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
滝
頭
の
滝
は
修
行
に
適
し
た
場
所
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

滝
頭
不
動
に
つ
い
て
、「
瀧
頭
不
動
尊
由
緒
」
に
は
、
次

の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

天
平
二
十
年
（
七
四
八
年
）
渥
美
氏
源
五
郎
重
国
が

郡
司
に
任
命
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
ろ
、
釋
行
基

菩
薩
は
郡
内
を
巡
歴
し
て
佳
境
に
佛
堂
を
建
立
し
重

国
の
処
に
も
留
錫
し
た
と
い
わ
れ
る
。
瀧
頭
山
が
信

仰
的
霊
地
に
な
っ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
と
さ
れ
て
い

る
。（
略
）

奈
良
時
代
こ
ろ
か
ら
山
詣
り
に
よ
る
山
間
修
行
が
行

者
に
よ
っ
て
行
は
れ
続
い
て
平
安
中
期
こ
ろ
か
ら
の

浄
土
思
想
に
よ
る
地
蔵
並
に
観
音
信
仰
と
共
に
瀧
頭

不
動
も
何
れ
か
の
行
者
の
発
願
に
よ
っ
て
祭
祀
さ
れ

其
の
後
八
大
童
子
・
三
十
六
童
子
・
聖
観
音
・
不
老

ケ
谷
の
三
十
三
所
観
世
音
石
像
も
建
立
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
本
尊
不
動
尊
の
忿
怒
形
想
は
悪
魔
降
伏
の

精
神
で
あ
り
行
者
呪
力

得
の
妙
体
で
も
あ
る
霊

瀑
水
煙
は
六
根
清
浄
の
禊
で
あ
る
。
以
来
不
動
尊
の

信
仰
は
益
々
盛
に
遠
近
の
信
者
現
当
二
世
の
勝
益
を

得
る
た
め
に
此
の
聖
地
に
修
行
し
参
詣
者
今
日
に
絶

崋
山
の
田
原
行
（
二
十
三
）
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え
な
い
霊
験
益
々
貴
く
山
紫
水
明
山
峰
の
展
望
絶
佳

春
は
桜
秋
は
紅
葉
四
季
を
通
じ
て
可
な
ら
ざ
る
は
な

く
正
に
天
下
の
霊
地
な
り

『
た
は
ら
ア
ル
プ
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ガ
イ
ド
』
よ
り

「
吹
付
山
」
が
現
在
の
ど
の
山
な
の
か
は
不
明
で
す
が
、

右
の
地
図
の
赤
丸
あ
た
り
（
滝
頭
山
に
向
か
っ
て
左
。
崋

山
の
記
述
と
一
致
す
る
。）
に
「
吹
付
」
と
い
う
地
名
が
残

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
赤
松
山
か
庄
十
山
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

「
や
が
て
巌
の
上
に
坐
を
し
め
て
、
酒
を
と
り
出
し
、
三

友
相
か
た
む
く
。
風
ハ
北
風
に
て
い
と
さ
む
し
。
巌
左
右

よ
り
打
つ
ゝ
ミ
て
、
い
ば
ら
、
か
や
、
す
ゝ
き
、
も
ろ
も

ろ
の
雑
木
生
ひ
し
げ
り
て
、
瀑
二
流
あ
り
。
一
者
ハ
巨
石

の
上
を
は
し
り
落
、
一
ハ
崖
に
か
ゝ
り
て
白
糸
の
ご
と
し
。

こ
の
糸
の
ご
と
き
も
の
を
第
一
瀑
と
す
。」

滝
頭
山
を
登
っ
て
い
く
と
、
途
中
に
滝
頭
不
動
が
祀
ら

れ
て
い
る
お
堂
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
横
を
通
り
、
さ
ら
に

登
る
と
、
二
の
滝
、
不
動
滝
（
一
の
滝
）
が
あ
り
ま
す
。

不
動
滝
の
周
り
に
は
石
仏
（
不
動
）
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

崋
山
一
行
が
休
憩
し
た
岩
は
不
明
で
す
が
、
三
人
は
、

そ
こ
で
滝
見
酒
と
洒
落
こ
ん
だ
よ
う
で
す
。

「
や
が
て
第
一
所
に
到
ん
と
て
此
巌
を
す
べ
り
下
り
、
石

に
と
り
草
を
か
ら
ミ
て
径
も
な
き
と
こ
ろ
を
よ
う
や
く
瀑

の
も
と
に
い
た
れ
り
。
先
つ
と
し
、
久
津
野
宇
宙
と
い
え

る
医
師
、
此
瀑
に
樋
を
も
ふ
病
者
を
う
た
し
む
。
石
像
不

動
あ
り
。
又
此
医
の
作
り
し
所
と
ぞ
。
山
上
に
到
、
水
源

を
見
る
。
い
と
滾
々
た
る
流
な
り
。
む
か
し
ハ
杉
の
大
木

あ
り
し
よ
し
。
今
皆
斧
に
害
な
ハ
る
。
加
地
山
の
峰
に
登

り
御
領
の
内
を
の
ぞ
む
。浦
、吉
湖
の
わ
た
り
よ
り
大
久
保
、

高
松
の
わ
た
り
迄
見
渡
さ
る
。」

崋
山
一
行
は
、
そ
の
後
滝
の
水
源
ま
で
行
き
、
こ
ん
こ

ん
と
水
が
湧
き
出
る
様
子
を
見
ま
す
。
こ
こ
が
前
頁
で
崋

山
が
述
べ
た
「
頭
と
い
ふ
ハ
滝
源
の
沢
」
な
の
で
し
ょ
う
。

「
山
上
」
と
は
、
不
動
岳
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

次
に
一
行
が
行
っ
た
「
加
地
山
」
も
現
在
の
ど
の
山
か

不
明
で
す
が
、
現
在
の
加
治
と
い
う
地
名
か
ら
、
赤
松
山

も
し
く
は
不
動
岳
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
か
ら
藩
内
を
見

て
、
崋
山
は
何
を
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

（
続
）

研
究
会
員　

柴
田
雅
芳

崋
山
が
「
巨
石
の
上
を
は
し
り
落
」
と
記
し
た
二
の
滝

崋
山
が
「
崖
に
か
ゝ
り
て
白
糸
の
ご
と
し
」
と
記
し
た
一
の
滝
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博
物
館
特
別
展
・
企
画
展
の
ご
案
内

開
催
中
～
十
二
月
十
日（
日
）

 

特
別
展 　

近
世
能
装
束
の
世
界　

用
の

美
～
武
家
貴
族
の
美
意
識

（
企
画
展
示
室
）

能
装
束
講
演　

十
二
月
十
日（
日
）

午
後
一
時
三
十
分
～　

山
口
能
装
束
研
究
所

同
時
開
催
：
渡
辺
崋
山
と
弟
子
が
描
く
花
鳥

（
特
別
展
示
室
）

十
二
月
十
六
日（
土
）
～
平
成
三
十
年
一
月

二
十
八
日（
日
）

 

冬
の
企
画
展 　

保
美
貝
塚　

渥
美
半
島

の
縄
文
時
代
晩
期
の
大
貝
塚

（
企
画
展
示
室
二
）

縄
文
セ
ミ
ナ
ー　

一
月
十
四
日（
日
）

午
後
一
時
三
十
分
～
長
田
友
也（
中
部
大
学
）

展
示
解
説　

十
二
月
十
六
日（
土
）

一
月
十
三
日（
土
）

午
後
一
時
～
当
館
学
芸
員

同
時
開
催
：
渡
辺
崋
山
の
吉
祥

（
特
別
展
示
室
）

平
常
展
の
ご
案
内

二
月
三
日（
土
）
～
四
月
一
日（
日
）

崋
椿
系
の
流
れ　
（
特
別
展
示
室
）

二
月
十
日（
土
）
～
四
月
一
日（
日
）

ひ
な
人
形
と
初
凧
展　
　

企
画
展
示
室

期
間
中
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す

渥
美
郷
土
資
料
館
企
画
展
の
ご
案
内

十
月
二
十
八
日（
土
）
～
十
二
月
十
日（
日
）

 

秋
の
企
画
展 　

発
掘
さ
れ
た
渥
美
半
島

の
歴
史　
（
企
画
展
示
室
）

発
掘
調
査
報
告
会　

十
二
月
二
日（
土
）

午
後
一
時
三
十
分
～

い
ず
れ
も
渥
美
郷
土
資
料
館

二
月
一
日（
木
）～
三
月
二
十
一
日（
水
・
祝
）

 

企
画
展 　

第
32
回
ひ
な
祭
り
展

（
企
画
展
示
室
）

江
戸
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
ひ
な
人
形
の

変
遷
を
展
示
。

イ
ベ
ン
ト　

着
物
を
着
て
お
ひ
な
さ
ま
気

分
に
な
ろ
う　

三
月
三
日（
土
）

県
内
の
博
物
館
・
資
料
館
を
め
ぐ
る
ひ
な

祭
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す

【
賞
品
有
】

観
覧
料

特
別
展　

一
般　

六
〇
〇
円（
四
八
〇
円
）

冬
の
企
画
展

　
　
　
　

一
般　

四
〇
〇
円（
三
二
〇
円
）

特
別
展
・
企
画
展
開
催
時
は
小
・
中
学
生
無
料

毎
週
土
曜
日
は
小
中
高
生
無
料

　

一
般　
　
　
　

二
一
〇
円
（
一
六
〇
円
）

　

小
・
中
学
生　

一
〇
〇
円
（
八
〇
円
）

　
（　

）
内
は
二
十
人
以
上
の
団
体
料
金

　

渥
美
郷
土
資
料
館
は
無
料

休
館毎

週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌

日
）、
展
示
替
日
、
十
二
月
二
十
八
日
～

一
月
四
日

（
公
財
）
崋
山
会
か
ら

　
崋
山･

史
学
研
究
会
会
員
募
集
中

申
込
場
所　

崋
山
会
館
事
務
室

毎
月
第
四
土
曜
日
研
究
会

視
察
研
修
（
年
一
回
）
に
参
加
で
き
ま
す
。

田
原
市
博
物
館
友
の
会
会
員
募
集
中

入
会
申
込
書
に
年
会
費
千
円
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

特
典

博
物
館
へ
の
無
料
入
館

展
覧
会
・
催
し
物
の
お
知
ら
せ

見
学
会
に
参
加
で
き
ま
す
。

博
物
館
だ
よ
り（
年
数
回
）・
崋
山
会
報

を
お
送
り
し
ま
す
。

崋
山
会
報　

第
三
十
九
号

　
　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
一
日
発
行

　
　

編
集
発
行　

公
益
財
団
法
人
崋
山
会

　
　
　
　
　

理
事
長　

鈴
木　

愿

　
　
　
　
　

常
務
理
事　

林　

勇
夫

　
　
　
　
　

事
務
局
長　

小
川
金
一

〒
四
四
一
―
三
四
二
一

愛
知
県
田
原
市
田
原
町
巴
江
一
二
の
一

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
三
一
・
二
二
・
一
七
〇
〇

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
三
一
・
二
二
・
一
七
〇
一

編
集
協
力

田
原
市
博
物
館

崋
山
・
史
学
研
究
会

　
　

会
長	

小
林
一
弘

	

吉
川
利
明　
　

山
田
哲
夫

	

石
川
洋
一　
　

加
藤
克
己

	

林　

哲
志　
　

別
所
興
一

	

中
村
正
子　
　

藤
城
精
一

	

柴
田
雅
芳　
　

中
神
昌
秀

	

池
戸
清
子

※
崋
山
会
報
ご
希
望
の
方
は
崋
山
会
館
・

田
原
市
博
物
館
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

次
回
発
行
予
定　

平
成
三
〇
年
六
月
一
日

公
益
財
団
法
人
崋
山
会

田
原
市
博
物
館

田
原
市
渥
美
郷
土
資
料
館

か
ら
ご
案
内


